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廿
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１
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審
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１
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歴
史
的
環
境
の
保
存
と
活
用
を
目
的
と
し
て
、
宮
島
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
（
重
伝
建
）
保
存
地
区
に
あ
る
対
象
敷
地
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
額
の

１
／
２
相
当
額
を
減
額
す
る
特
例
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

地
方
税
法
の
規
定
で
は
、
対
象
家
屋
に
つ
い
て
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
が
、

有
料
で
貸
し
付
け
て
い
る
場
合
は
課
税
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特

例
条
例
で
は
、
市
の
課
税
権
に
よ
り
、
対
象
家
屋
に
つ
い
て
は
全
て
非
課
税

と
す
る
も
の
で
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た 

Ｑ	

対
象
不
動
産
を
貸
し
付
け
て
い
る
場
合
も
減
税
で
優
遇
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
売

却
や
除
却
へ
の
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ	

制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
重
伝
建
の
趣
旨
に
つ
い
て
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
説
明
し
て
い
く
。

Ｑ	
島
外
所
有
者
へ
の
本
特
例
の
周
知
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ	
月
に
一
回
送
付
し
て
い
る
「
ま
ち
な
み
通
信
」
に
通
知
文
を
同
封
す
る
。

Ｑ	

施
行
後
５
年
ご
と
に
必
要
が
あ
れ
ば
規
定
を
検
討
す
る
と
し
た
理
由
は
。

Ａ	

本
特
例
は
、
空
き
家
の
活
用
も
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
今
後
空
き
家
の
恒
常

的
な
解
消
が
見
ら
れ
れ
ば
、
規
定
を
見
直
し
た
い
。

歴
史
的
ま
ち
な
み
を
守
る
た
め

固
定
資
産
税
を
独
自
に
優
遇

Pick up 1
〈
議
案
第
66
号
〉	

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
お
け
る
税
条
例
の
特
例
を
定

め
る
条
例
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市
が
管
理
す
る
三
漁
港
施
設
（
丸
石
、
梅
原
、
上
の
浜
）
に
お
い
て
、
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
保
管
の
適
正
化
に
向
け
て
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
漁
港
施
設
を
目
的
外
使
用
す
る
人
は
、
市

長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
目
的
外
使
用
に
係
る
使
用
料
を
、

船
舶
等
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

300
円
／
月
と
す
る
。
③
使
用
料
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
徴
収
し
な
い
等
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た 

Ｑ	

県
条
例
制
定
に
よ
る
も
の
だ
が
、
現
状
や
収
入
の
見
込
み
、
使
用
料
の
根
拠
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ａ	

県
条
例
は
県
下
全
域
と
な
る
が
、
市
条
例
に
つ
い
て
は
各
市
と
も
県
条
例
に
準

じ
て
、
使
用
料
等
を
決
め
て
い
る
。
現
在
、
放
置
船
は
約
140
隻
あ
り
、
収
入
と

し
て
年
間
350
〜
400
万
円
と
な
る
。
使
用
料
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
廃
船
処
理
や

手
続
き
費
用
等
を
含
め
る
と
共
に
、
他
県
と
も
均
衡
し
た
設
定
と
し
て
い
る
。

Ｑ	

周
知
方
法
や
窓
口
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ	

船
舶
の
持
ち
主
に
は
直
接
連
絡
す
る
が
、
所
有
者
不
明
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、

船
舶
登
録
の
調
査
や
住
民
票
等
か
ら
探
索
し
て
連
絡
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は

漁
港
漁
場
整
備
法
に
よ
り
行
政
代
執
行
も
検
討
す
る
。
窓
口
と
し
て
、
市
農
林

水
産
課
が
対
応
す
る
。

廿
日
市
中
学
校
は
、
建
設
か
ら
50
年
余
り
が
経
過
す
る
な
ど
施
設
が
古
く
、

教
室
や
廊
下
な
ど
移
動
経
路
に
段
差
が
多
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
現
行
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
準
に
適
合
し
、
各
階
で
車
い
す
等
で
も
水
平
移
動
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
段
差
解
消
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
対
策
工
事
請
負
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
６
４
５
万
９
千
円

 

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た 

Ｑ	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
す
べ
き
学
校
は
何
校
あ
る
か
。

Ａ	

多
機
能
ト
イ
レ
の
整
備
が
必
要
な
学
校
が
５
校
、
外
部
ス
ロ
ー
プ
の
な
い
学
校

が
１
校
で
、
内
部
ス
ロ
ー
プ
の
な
い
学
校
が
６
校
あ
る
。
ま
た
、
昇
降
設
備
の

な
い
学
校
は
、
佐
伯
・
吉
和
地
域
の
４
校
と
原
小
学
校
で
あ
る
が
、
車
い
す
対

応
で
は
な
い
学
校
は
他
に
も
あ
り
、
今
後
の
改
修
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ	
廿
日
市
中
学
校
を
優
先
し
た
理
由
は
。

Ａ	
各
教
室
と
廊
下
の
段
差
が
著
し
く
、
横
移
動
が
困
難
な
ど
課
題
が
多
い
た
め
。

Ｑ	

現
在
の
特
別
支
援
教
室
は
１
階
だ
が
、
今
後
は
２
・
３
階
の
活
用
も
あ
る
の
か
。

Ａ	

文
科
省
の
方
針
は
、
車
い
す
だ
け
で
な
く
誰
も
が
使
い
や
す
い
環
境
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
段
差
解
消
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の

係
留
保
管
を
適
正
化

Pick up 2

廿
日
市
中
学
校

施
設
改
修
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

Pick up 3

〈
議
案
第
70
号
〉
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈
議
案
第
75
号
〉
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
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